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DEMETER衛星の観測データを用いた地震先行電離圏擾乱の統計的研究
Statistical investigation of pre-seismic ionospheric disturbance from the in-situ plasma
observation of the DEMETER
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地震に先行する電離圏擾乱の研究のためにフランスCNESよりDEMETERが2004年より打ち上げられ2010年まで運用
された。電子密度を始めとした複数の地球電磁気データが取得され、地震先行現象の統計的研究がなされた
が、夜間VLF帯電波強度減少現象(Nemec et al., GRL, 2008)のような明瞭な地震先行的変動が得られた一
方、電子密度等のプラズマパラメーターの研究では複数の結果が報告されたが、いずれも明瞭な結果とはいい
がたい。本研究では、前者の現象についてはおおむね同一の手法による検証、後者については、前者の解析手
法を使い統計的検証を行った。その結果、前者については、良好な結果が得られたが、後者については、明瞭
な結果が得られなかった。
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